


京都の今を生きるU35 世代の多様な価値観を、インタビュー記事とし
て発信するU35-KYOTO media。連載に登場いただく15名と共に京
都の街を歩き、生きる上で大切にしていることを伺いました。

1：清水 大樹 （同）なんかしたい 代表　2: 行元 沙弥（特非）グローカル人

材開発センター 代表理事　3：河内 康太朗（株）ロマンライフ 取締役　4:

大西 里枝（株）大西常商店4代目若女将　5:山本 彩代（特非） 場とつなが

りラボ home's vi　6:田中 淳士（株）食一 代表取締役　7: 髙島 千聖 立命

館大学 / Orang Earth　8: 井上 雅登 京都リサーチパーク（株） イノベーション
デザイン部　9: 松居 佑典（株）BugMo Co-founder & CEO　10: 石川 紘嗣

（福）香東園　11: 松島 一晃（株）マツシマホールディングス 代表取締役副

社長　12:山本 安佳里　AKARI DESIGN / コドモト 代表　13: 其田 有輝也

Freelance Photographer / Videographer　14: 福森 美紗子（一社）アー

ツシード京都 / THEATRE E9 KYOTO　15: 安楽島 康正　桂春院 副住職

#愛と力の両方が必要　

#日常の他愛もない人との関わり合いが人の豊かさに直結している 　

#社会でなんかしたい

#まちに関わる機会をつくる

#まずは私たちからやってみる

#捉え方から幸せをデザインする

#正解はいくつもあるかもしれない

# 想いがつながる強さ

#歴史と文化に紐付けることで生まれる価値

#写真と映像で人をつなぐ

#想いとお金のバランス

#次世代のロールモデル

#街のみんなで支える

#自分の言葉を持つ強さと優しさ

#頭の中のカオスを大切に

#鉄の心と感謝の気持ち

#便利に頼りすぎない

#自分の気持ち次第の強さ

#多様性の理解のための共同体験

#掛け合わせから生まれる新しい価値

#自分の頭で考えること

#義理人情

#常に変化することを恐れない

#自分の実力を俯瞰してみる

#正解って1つじゃない

#良いことは分かち合い循環させたい

#自分の感覚に素直になる

#素直に行動にうつす

#楽しいをカタチに

#一人勝ちではなくみんなで勝つ

#違和感をわたし探しの出発点に 

#田舎・ローカルのポテンシャルを誇りに 

#想いで繋がり続ける関係

#誠実に人と向き合う

#バトンを繋いでいく

#助け合いながら成長していく

#違和感から目を逸らさずに向き合い、対話する

#立ち向かうなら一人ではなく、皆で分かち合う

#世界の中での自身の立ち位置を考える #人生が豊かになる選択を

#この世界は素晴らしい

#未来のために手をつなぐ

#お客さまに感謝を伝える地道な努力を欠かさない

#私にとってはただの一日、お客さまにとっては一生の思い出

#軸はぶらさず、新しい挑戦をする
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U35-KYOTO media（note）の記事はこちら
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中馬：僕は友達や社員が幸せになってくれることが一番
嬉しいんやけど、「社員の幸せ」について語り合える経

営者仲間は、同世代や下の世代が多いんよね。お金の

使い方にも、けっこう世代間の違いを感じます。僕は高

級な店で飲むよりも、その分を社員の給料や新規事業の

予算に充てたいと思ってしまう。

中村：今の20歳前後の「Z 世代」と呼ばれる人たちは、
社会課題への意識やグローバル視点を標準的に持ってい

るので、彼らから学ぶことがたくさんあります。少し先を

歩く私たちの経験や視点が彼・彼女たちの役に立つ場面

もあるだろうし、お互いに学び合う姿勢でいたいですね。

仲田：10代や20代も含めて、U35 世代は何を人生の
軸に据えるかを模索している感じがしますよね。今までは

たくさん稼いで、マイホームを建てて……という定型化さ

れた幸せのかたちがあったけど、それだけじゃないことに

気付き始めたというか。

中馬：これから僕らが頑張らなあかんのは、今話してい
るような価値観の変容を、目に見えるかたちで体現するこ

とちゃうかな。皆がなんとなく感じていることを、事業や

イベント、制作物に落とし込んで、他の人にも伝わるよう

に実行していきたい。U35-KYOTOをきっかけに、勝手
にどんどんプロジェクトが立ち上がっていったらいいよね。

将来、京都で愛されている事業や会社のルーツをたどっ

てみたら、あれもこれも U35-KYOTOやんっていう状況
になったらめっちゃ嬉しい。

  

仲田：自分のことだけじゃなくて、まちとか社会とか、全
体を想像することは大事にしたいですね。何もかもが便

利になって最短距離でものごとが進んでいくから、周りを

見なくても生きていけるようになったけど。

中馬：そう。京都だけがよくなってもだめやと思う。京都
でいい動きが起きて、京都に来た他府県の人たちが、い

いなと思ったことを自分のまちに持って帰ってくれたら嬉し

い。たとえば、U35-KYOTOが企画する修学旅行があっ
たらいいなと思っていて。「京都で働いてる大人たち、かっ

こいいな」って中高生が思うような。

原田：今も色んな話が出てますけど、取り組もうと思って
も、結局実行せずに終わることってありますよね。一方で、

京都がよくなっても、他の地域が不幸
だったら意味がない。

は自分たちで解決できるようになっていかないといけない

ですね。

中村：行政に対して安易に不満を言う人も多いけど、地
域の活動に参加もせず嘆いてばかりいるのもどうなんやろ

うと思います。明治時代にまちの子どもたちを皆で育てよ

うと力を合わせて番組小学校をつくったように、京都には

昔から、自分たちのまちを自分たちで良くしようとする文

化があったはず。何もかもはできなくても、誰でも何か１

つくらい、できることがあるはず。

原田：そうですよね。その中で U35-KYOTOがやるべき
なのは、僕ら自身がこれからの京都に必要だと思うことで、

かつ行政にはできないことだと思います。行政の方 が々で

きることを僕らがやっても意味がないし。奇抜なアイディ

アも出しつつ、現実的に続けられる計画に落とし込んで

実行していきたい。

中村：専門家やコンサルタントは増えているのに課題は
複雑化していくのはなんでなんやろうと、学生の頃から感

じていました。世代を問わず京都を愛する人はすごく多

いけど、必要なのは愛情だけじゃないんですよね。同じ

ことの繰り返しにならないよう、言葉を掲げるだけでなく、

行動することが大切だと思います。

中馬：そのためには、人と人とのつながりが大事な気が
するよね。新規事業ってだいたい失敗するじゃないです

か。その中で危機を乗り越えて続いていくのは、「こいつ

のために何とかせな」っていう人間くさい感情がある時や

と思っていて。時間をかけて積み重ねた関係性が、いざ

という時の原動力になる。U35-KYOTOでの出会いが、
そういう強いつながりに育っていってほしいよね。

原田：経済の軸を超える何かがあったら最高ですよね。
僕は社会課題を解決する起業家の支援を仕事にしている

からか、周りに優しい人がめっちゃ多いんですよ。普段か

ら「なんか悩んでんの？」「手伝えることある？」って聞い

てくれる。これって京都の特徴なんじゃないかと思います。

誰かを助けたいという思いが循環して、まち全体の幸福

度が上がっていくといいなぁ。

仲田：人と関わる時に、相手が「何に」関心があるのか
よりも、「なんで」それに関心を持ったのか、が大事だな

と最近思います。理由まで知ることができたら、その人を手

伝いたいという気持ちが自然と湧いてくるんじゃないかな。

人のつながりが、経済的な判断軸を
飛び越えるまちへ。

目標数値や期限を決めることの弊害もあるし、バランスが

大事ですけど。ただ僕らの子どもの世代が生きる社会を

想像すると、「こうなったらいいよね」じゃ間に合わないぞっ

ていう危機感はあります。

仲田：U35-KYOTOは徐々に関わる人を増やしながら手
探りで進んできたから、そのバランスは常に悩みとしてあ

りますね。そんな中でも、イベントや企画会議で自主的に

役割を見つけて動いてくれる人がいっぱいいて。たとえば、

11 月の交流会では、カメラマンのお二人（U35-KYOTO
メンバーの小黒さんと其田さん）が抜群のチームワークで
撮影をしてくれました。競い合うわけじゃなく、でも刺激

し合っている様子を見て、ちょっと感動しました。

中村：お寺も神社も大事にしつつ他の宗教も受け入れる
し、新しい芸術も文化も垣根を越えてまるっと取り込んで、

生かし合う。それができるのが、京都のまちや人の懐の

深さだと思います。これからも違いを許容して、適材適所

で、力強いコミュニティを育んでいけたらいいですね。

仲田：新たに 40 歳以上の「OVER40」コミュニティを
結成したいという先輩方がいるんですよ。その方 か々ら「私

たちも若い世代を否定しないから、私たちのことも否定し

ないでね」って言われて。世代間でどうしても価値観の

違いは出てくるけど、そういう意識があれば、対立せず

お互いから学び合えるんだなと思いました。この 4 人も、

性格や感性がバラバラだからこそ、それぞれが得意なこ

とを存分に発揮できて、U35-KYOTOの幅が広がった感
じがします。

原田：U35-KYOTOが生まれたのは、上の世代の人た
ちが行政と協力する風土を作ってくれたからだと思うんで

す。京都というまちで、自分たちは何を大事にしたいか、

どうすればそれを大事にし続けられるのか。一人ひとりが

考えた多様な意見を持ち寄ってかたちにしていくことが、
U35-KYOTOの1つの価値なのかなと改めて思いました。

京都は、１０００年を超える歴史の中で自然災害、疫病

など、様 な々危機に瀕してきましたが、そのような時にも

京都の人たちは深く祈り、願い、そして結束して、危機

を乗り越え、より魅力的なまちを築いてきました。

　人口減少、地球温暖化、自然災害や新型コロナなど、

社会課題は複雑・多様化しており、持続可能なまちづく

りを推進するには、行政のみならず、あらゆる主体が課

題を持ち寄り、知恵を集め、連携して行動することが重

要です。

　Ｕ３５-ＫＹＯＴＯの皆さんは、コロナ禍の中でも、まちの

課題の解決に向けて、人ごととせず、「じぶんごと、みん

なごと」として、若者ならではの創造力、連帯感、実
行力で挑戦していただいています。５年後、１０年後に
振り返った時に、こうした取組が京都のまちづくりの礎に

なっていると確信しています。

　京都市は、１００年先を見据えて、今、何をなすべきか！

２０２１年度から５年間の進むべき方向性を定めた「はば

たけ未来へ !　京プラン2025( 京都市基本計画 )」を、
多くの市民の皆さんとの議論を踏まえ、市会の議決もい

ただき、策定しました。危機的な財政、山積する社会課

題、これに真正面から向き合い、乗り越え、持続可能で

明るい未来へ共 に々挑戦しましょう。

うつながりが生まれるコミュニティは、なかなか他にない

と思う。自分の利益と関係のないところで、誰かを応援

したり、喜ばせたりできる場になってきたよね。

仲田：U35-KYOTOに来てくれた人と話していると、主
語が「私」や「うちの会社」じゃなく「私たち」になる

ことが多いですね。あとは、失敗をポジティブに捉えると

ころも共通しているかな。

中村：自分がプロマネ（プロジェクトマネージャー）に選
ばれた理由が最初はわからなかったんですけど、私の役

割は、「内と外」や「新しいと古い」をつなぐ架け橋に

なることなのかもしれないと、皆と会話を重ねる中で感じ

ました。外から見る人たちに「意識高い系」というラベ

ルをはられてしまうのは避けたいと、いつも思っています。

原田：(中村）菜穂さんは、いつもバランスをとってくれ
ますよね。よく「分断をなくして、異なる色が混ざり合うマー

ブルな世の中に」って言っていたのをすごく覚えてます。

中馬：今って転換期ですよね。経営者の意識も、これか
らもっと変わっていくはず。最近、1つの会社だけでは無

理だなってすごく思う。自分の会社もそうだし、周りを見

ていても。

原田：もう社会のシステムが限界を迎えているんでしょう
ね。行政や組織が課題を解決しようと頑張っても、そこ

に頼りすぎる人が出てきてしまう。依存するから不満が出

るんだと思うんです。そんな大人たちを見て育ってきて、

「自分たちでどうにかしなきゃいけない」と気づく人が増

えてきたんだろうな。これをきっかけに、自分たちの課題

変化を起こすためのきっかけを、
多くの人が欲していた。

対立せず、依存もせず、自分たちで幸
せを実現する世代。

中馬 一登
(株 ) MIYACO 代表取締役 / 長男

中村 菜穂
(一社 ) 京都ジェンヌの会 代表理事 /宅建士 /防災士

仲田 匡志
(株 ) MIYACO コーディネーター / フリーランス 

原田 岳
(株 ) taliki CCO / ( 一社 ) Impact Hub Kyoto Maker

若者の力・行動が京都の未来を創る！

交流会で出会った大学生がプロジェクトに参加！

プロジェクトをサポートするため、東京からＵターン

することが決定！

サポーター企業から、社員をU35-KYOTOに参画
させたいと希望がありました！

他の経済団体とのコラボレーションの話が始まりました！

■

■

■

■

2014 年に兄弟 3人でMIYACOを設立。
教育事業や観光事業、地方創生事業など、事業を広く展開。同業他
社や異業種によるコラボ企画から行政連携プロジェクトと枠組みを超えたつ
ながりを生み出す構想家。

10 代の頃からライフワークとして少年補導委員会学生班リーダー、消防団、
動物の保護活動など京都の街でボランティアに取り組む。京都ジェンヌの会
では、命の尊さや郷土の文化を大切にする心をこれからの世代と育む。

沖縄県那覇市まれ、名古屋・大阪・京都育ち。
10 代から自分らしく生きる力を育む教育事業「ワンゼロFC Kyoto」の運
営やアクセラレータープログラムのメンターなど「やってみたい！」を応援す
る伴走者。

メキシコやグアテマラで放浪の後、シェアハウスを軸とした会社を友人と創
業。2018 年に京都に移住。現在は、社会起業家支援事業やコワーキ
ングスペースの運営など、「愛を社会に実装する」をテーマに活動中。

U35-KYOTOから生まれたプロジェクトを
発表する交流会を開催！

原田：色んな人に、U35-KYOTOは今までにない新し
いコミュニティだと言われます。ここまで約 1 年間動い

てきて、U35-KYOTOの存在意義ってなんだと思いま
すか？

中馬：ここ数年、色んな人から、若者の新しいコミュ
ニティを作りぃやって言われてたんです。そんなタイミン

グでこの事業の構想を聞いて、ちょうどいいきっかけだ

なと思いました。経営者の集まりや異業種交流の場は

他にもたくさんあるけど、それぞれ分断されていて雰囲

気もかたいんですよね。色んな人が気軽に立ち寄れる、

楽しい雰囲気の場を作りたかった。

仲田：プロジェクト相談会でも、「1 人でやる限界を感
じていた」「仲間が欲しいけどきっかけがなかった」と

いう声が多かったですね。コロナ禍の影響もあって、

共創の場やつながりを求める気持ちが社会全体として

高まっているのを感じました。

中村：今、社会には目には見えない分断がたくさんあっ
て、お互いの思いを共有する時間をもっと大事にでき

ればいいのに……といつも思います。自分が生きるこ

とで精一杯な人がとても多い。毎日忙しすぎて、大事

なことを見失ってしまうんですよね。そんな中で、U35-
KYOTOは一人ひとりの価値観を大事にしているから
居心地がいいんだと思います。

中馬：U35-KYOTOを通じて、皆が僕の友達と出会っ
てくれるのがめっちゃ嬉しくて。この場所を貸してくれ

た桂春院の副住職も友達なんやけど、さっき彼と話を

して皆も彼を応援したいって思ってくれたはず。こうい

枠組みを超えた共創により、新しい価値を体現する
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京都市長　門川 大作

中馬×仲田×中村×原田



ドライブインシアターは、車内で感想を言い合いながら楽しむことができる映画の鑑賞方法です。

コロナ禍の影響で、日本でも少しずつ広がっています。わたしたちが思う映画の特徴は、「１つの

場所」で「不特定多数の人」が「1つの作品」を「同時」に「共有する」こと。人、場所、時間、

体験が集まり刺激し合う、映画という空間をいろんな場所で味わってほしい。大切な人と一緒に、

映画というカルチャーを外で楽しめる鑑賞方法を、異なる産業の方 と々さらに模索していきます。

京都を映画でつないでいく試みです。　

選ぶ「エネルギー」で
生まれる未来

「もっと良くしたい」「現状を変えたい」という 32の思い

京都のスポーツクラブが、他の産業と連携を持つことで新しい経済圏を育み、健康寿命の延伸

や貧困などの社会課題を解決していく試みです。企業の方 と々、既存の関係に捉われない新し

い関係を築くための議論を重ね、京都から世界へ、関係性を広げていきたいです。スポーツが

持つ人の気持ちを動かすパワーを信じ、地域企業や大学生とのコラボレーションから、人 に々夢

や希望を届ける活動を進めます。京都にスポーツチームがあってよかったと、みんなが感じられる

新しい経済圏を育みます。

2020年4月に新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が出されて、京都のまちが元気を

失ったように暗くなりました。わたしたちは、もう一度、自分たちが大切にしたい場所を想い合い、

忘れないようにするために 「竹あかり」という新しい祭りをつくります。 小さな喜び・温かさをたく

さん感じられるお祭りです。催し会場だけで楽しむ灯火ではなく、暗くなってしまった街のどこへで

も。わたしたちが想う場所に手作りの竹あかりを灯します。それぞれ大切にしたい場所を灯し合

いましょう。

過疎地域では人口減少により、常設で飲食店などの店舗を運営することが難しい現状があります。

地元の商店も減っていき、選べるサービスが少ないことが問題になっています。そこで私たちは、

過疎地域への料理人の出張をコーディネートし、期間限定でレストランを開く「サーカスキッチン」

事業を始めました。サーカスのようにたまにやって来るお店があれば、人口が少ない地域でも専

門店のサービスを楽しむことができます。過疎地域の暮らしを豊かにすると同時に、料理人の働

き方を多様にする取組です。

あったかい交流、それは誰かのちょっとした寄り添いから始まる。国内外からたくさんの人が集

まる京都だからこそ、感謝の気持ちを世界に届けて、互いに寄り添い合える世界をつくりたい。

まずは京都から世界に気持ちを届けて寄り添ってみる。きっと向こうも寄り添ってくれたり、嬉

しい気持ちになってくれるはず。本プロジェクトは、京都で活動する皆さんから海外の方へのメッ

セージを集め、在日大使館を通じて、世界に「ありがとう」を届ける取組です。ありがとうが

響き合う関係を京都から始めませんか？

クラシック音楽や歌舞伎、能といった古典芸術は、人の感情を豊かにするパワーを持っていま

す。しかし、この魅力を知り体感する機会が、日本には決して多くはありません。古典芸術を現

代、そして未来に楽しくつなげたい。古典の持つ時代を超えても伝わる魅力やパワーはそのままに、

若い世代の感性を取り入れたアップデートの方法を、様 な々分野の方と一緒に模索する活動です。

まずはクラシック音楽・オペラのアップデートから。古典の枠にとらわれず、時代にマッチするあ

り方を探求していきます。

人は、情報の8割を視覚から得るといわれています。だからこそ、音声による言葉のキャッチボー

ルだけでなく、図や絵などのグラフィックを添えると伝わりやすい。待ち合わせの場所も、言葉だ

けで説明するより地図がある方が分かりやすい。同じ言葉でも捉え方が違うことが、図や絵を通し

て分かるかもしれない。紙とペンで広がる豊かなコミュニケーションが日常に増えていくことを願い、

その価値を広げる取組です。まずは、グラフィックレコーディング（グラレコ）の技術を磨く実践

の場を増やす活動と、グラレコを体験していただく活動から始めます。

大人数から少人数へ。人の集い方が変わり、コミュニティのあり方や価値も変わろうとしているよ

うに感じます。ウィズコロナ・ポストコロナの時代に、人が集まる場にはどんな価値が生まれるの

だろう。個性豊かなシェアオフィスやコワーキングスペースの運営者が繋がり、お互いの「場の

価値」をみんなで捉え直し、再発信する取組です。プロの目を持つ運営者だけでなく、お客様

の視点を持つ大学生も各拠点の見学会に参加します。それぞれの価値を再発見し、お客様に届

けることを目指します。

京都の伝統や工芸にどのようなものがあるのかを、私たち若い世代の多くは知る機会がありませ

ん。素材や工具へのこだわりや、1つ1つの作業が持つ意味の深さ、時代とともにアレンジを加え

ながらも変わらない本質的・普遍的な価値。手仕事だからこそ生み出せる価値がそこにあります。

改めて伝統工芸の素晴らしさを学び合い、若い世代からその価値を市場に届ける。京都から日本、

そして世界へと広げていく取組です。まずは、京都の手仕事を学ぶ機会づくりからはじめます。

「SDGs」や「サステナビリティ」といった言葉が近年トレンドになっていますが、日本・京都では

古くから「足るを知る」ライフスタイルを大切にしてきました。京都ジェンヌの会では、新しい何

かを取り入れることよりも、失われつつある暮らしに根付いた文化を知り、「温故知新」を体現す

ることを提案します。そのために、和の色が持つストーリーや美しさを伝えながら、市民の皆さん

と共に、持続可能な街づくりのテーマやゴールを見つけます。皆が街づくりを自分事としてとらえ、

より大切にしたいと感じる京都版 SDGsを生み出します。 

チャレンジが歓迎される社会のはずなのに、子どもには無理だとか、やめたほうがいいという大

人が多いような気がする。10代だっていろんなことに挑戦したい。学校の校則や家の決まりも大

事だと思うけど、「やってみたい」という好奇心も大事にしたい。何かにチャレンジしたい人が年

齢に捉われず挑戦できる舞台を、10代の私たちが創ります。人が集まることが難しいなら、離れ

てもできる表現の舞台は何かを考える。制約のある中でも可能性を見つけ、形にする取組です。

コロナ禍で孤立しがちな10代・20代の若者が、社会課題の解決をテーマにした 「タスクフォー

ス（プロジェクト）活動」 を通じて仲間をつくり、社会との接点を獲得していく事業です。伝統産

業や食と健康、地域企業の活性化などをテーマに、若者が共感する企業と関わりながら社会の

課題に取り組みます。孤立から連携へ、課題解決を通して繋がりをつくる試みです。「あらゆる若

者が、地域や社会のために活動する社会」を目指します。

「スポーツ×産業」の
新しい経済圏を描く

過疎地域と料理人をつなぐ

プラットフォーム

「サーカスキッチン」

ただただ、

「来てくれてありがとう」を

世界に伝えます

誰一人取り残さない、
望む人生を選び
つくるための教育

言葉だけのコミュニケーションから
グラフィックのある

コミュニケーションを日常に

京都の素晴らしい手仕事を、 

自分たちで選んで、市場に届ける

自分らしさを表現できる舞台を
10代から

京都の価値を
旅行の視点で捉え直す

自分たちの街は、自分たちで灯す

京都に新しい「お祭り」をつくる

映画館を " アウトリーチ "する。
京都の 上映場所を探して、

やってみよう

古典芸術を
現代・未来に向けて
アップデートする

家で働きたい人の
「ハローワーク」をつくろう

選ぶエネルギーによって、未来は変わっていきます。エネルギーを選ぶハードルを下げ、その先に

あるあたたかな繋がりを紡ぐ未来について考えていくために、地球環境に優しいエネルギーとそ

れを広げる事業モデルについて議論しています。既存のエネルギーの生産方法やそこで起こった

問題を振り返り、自然エネルギーのある未来を想像するワークショップの開催を予定しています。

さぁ、エネルギーを選ぶことから、望む未来への投票がはじまります

京都を旅行することの価値を捉え直したい。京都の魅力は寺社だけではありません。U35 世代

のユニークな活動を追体験するようなツアーや、大事にしたい価値観を深められるようなツアー

ができないかと考えました。既存の枠組みに捉われない旅行の提案を目指し、U35世代との共創

からツアー企画をつくる試みです。まずは、京都花脊エリアで「森林浴」「ブレジャー（ビジネス

＋レジャー）」「教育」を掛け合わせた、癒しと学びの体験型ツアーの企画が始動しています。

非大卒、高校中退、少年院・児童養護施設出身。どんなバックグラウンドでも、望む人生を叶

えられるということを伝えたい。環境が変わり、何かに気づくきっかけがあると、人は変わること

ができる。可能性に満ちている子どもたちが、自分を信じ前に進めるように。18歳から成人とな

る未来が近づいています。18歳の彼・彼女が進路を決める時に、進学・就職の選択肢が十分

にあり、納得のいく選択ができる。そんな社会を実現するための教育に取り組みます。まずは京

都でキャリアプログラムをつくり、広げていきます。

コロナ禍の外出自粛で、家にいながら働くことが珍しくなくなりました。外出が苦手な人や育児や

介護をしている人など、家で働きたい理由は色 あ々ります。もし、家で働きたいと望む人が無理な

くリモートワークをできるようになったら、どんな社会になるのだろう。家で働きたい人と企業のニー

ズを聞きながら、在宅ワークをするための環境作りからお仕事のマッチングまで、お手伝いしたい。

家にいながら社会と関わる一歩を踏み出してもらう仕組みをつくる取組です。

霍野 廣由｜TERA Energy（株）
矢島 里佳 |（株）和える

添田 隆司 |おこしやす京都AC（株）　
大木 碧・今井 里美 |スポーツコミュニケーションKYOTO（株）(京都ハンナリーズ )
石井 敬己 |（株） 京都パープルサンガ

古市 邦人 | ( 一社 )NIMO ALCAMO

福田 千恵子 | ( 一社）CHIE-NO-WA

勝山 恵一｜( 一社 )HASSYADAI.social
中馬 一登｜ ( 株 )MIYACO

三宅 正太 | ( 特非）山科醍醐こどものひろば
山本 彩代 | ( 特非）場とつながりラボhome's vi
仲田 匡志 | フリーランス　

亀田 富博 |( 株 ) 亀田富染工場　
中馬 一登 |( 株 )MIYACO　
原田 岳 |フリーランス

斉藤 心南 |HERA-HERA 実行委員会

山口 あかね |東武トップツアーズ（株）京都支店
U35-KYOTO事務局メンバー

大森 勇志 |みんなの想火 京都

宇都宮 信人 |( 株）京都映画センター

谷本 綾香 | ( 一社）英国音楽協会

中峯 良介｜シンク・アンド・アクト(株 )　
小笠原 恭子｜( 株 )グランディーユ　
小島 拓也｜( 株 )MIRISE

魚見 航大・後藤 大輔・宮﨑 雅大｜( 株 ) 革靴をはいた猫　
森口 誠｜( 一社 ) 暮らしランプ 
京都信用金庫 QUESTION

炭竈 昌人 | 秘密基地こむこむBAR　
長﨑 桂己 | ( 株）La GON　
小黒 恵太朗 | ( 株）アイトーン

生田 優里佳 | ( 一社）京都知恵産業創造の森　
井上 雅登・杉山 智織 | 京都リサーチパーク（株）
坂上 萌・谷野 成実・野口 一真 | 同志社大学　

中村 菜穂・山東 晃大 ・高島 千聖 ・一瀬 優菜 ・南 絢加・龍田 春奈 | ( 一社 ) 京都ジェンヌの会

魚見  航大・後藤 大輔・宮﨑 雅大｜( 株 ) 革靴をはいた猫　
中馬 一登 ｜( 株）MIYACO

のべ42名にご参加いただいたプロジェクト相談会には、U35世代の挑戦したいことや、広げたい活動がたくさん
寄せられました。2021年3月時点で32のプロジェクトが生まれています。その中から16件をご紹介します。

コミュニティが集う

場の価値を

再定義する

伝統の大和色×サステナビリティ 
【京都版和の色SDGsプロジェクト】

コロナ禍における
若者の孤立を救う
タスクフォース事業
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過去でもあって、今でもあって、未来でもある。 一人ひとりが生活の中で起こした、小さなアクション。それらが積み重なって今の社会があり、私たちが
今日何かを始めることが、これからの未来を形づくります。あなたの過去と今と未来はどこにありますか？



大西 結衣　Pawer. 代表

北澤 真　北澤造園 三代目 山本 周雅（株）カタルシスCEO 中村 多伽（株）taliki 代表取締役

   龍崎 翔子
   （株） L＆Gグローバルビジネス 代表取締役

山東 晃大
　京都大学経済研究所　先端政策分析研究センター 研究員

   カブレッサ デアバロ/中須 俊治
    （株）AFURIKA DOGS 仕立て職人 /代表取締役

   詩歩
   「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」プロデューサー

人と動物との幸せな関係を築くために、現状を1人でも多くの人に伝え、一人ひとりの

判断の前提を変えていくことが私の役割です。具体的には、イベントの企画運営や、アー

トや環境など他分野での講演、学校への出張授業など。アメリカでの活動経験を活かして、

国際動物福祉会議への参加など、海外での活動も続けています。

　一番大切にしているのは、動物福祉の現状について知ってもらう機会を増やすことです。

現状を知らずにペットショップへ行く人を、責めることはできません。テレビやSNSに保

護猫・犬が登場することも増え、世の中は変わってきました。でも、行き場がない動物の

殺処分は今も続いています。保健所へ送られる動物が減る仕組みや環境を作らなければ、

状況は変わりません。泣いている暇はないと、何度も自分に言い聞かせました。

　活動を次世代につなぐために、雇用を生み、拠点を作る準備もしています。自分の生活

を楽しみながら取り組める活動へと、動物福祉のイメージを変えていきたいんです。そうやっ

て、閉じた空気になりがちな業界をもっとオープンにしたい。ここから30年、40年かけて、

Pawer.を人と動物との幸せな関係を築く力強いコミュニティに育てていきたいです。

中須：もっと気軽に起業できる環境になるといいですね。僕は退職も起業も、すごくやりづ

らかったから。反対する人も多かったし、支援窓口に行ってもお金を稼ぐための話しかして

くれなくて。多方面のサポートが充実して、やりたいことを諦めずに挑戦する人が増えてほ

しい。だって、やってみないとわからないことの方が多いじゃないですか。

　デアバロさんとお店を開けたことで、可能性が大きく広がりました。それまでは文章や動

画でどれだけ発信しても、思いが届いたという実感がなかった。でも、お客さんの前で彼

がミシンを動かす光景に、確かな手応えを感じたんです。事業としての効率は良くないかも

しれないけど、正しさよりも楽しさや優しさを大事にしたいですね。

デアバロ ：型紙を使わず、お客様の希望に合わせて服を仕立てていくこの仕事は、とても

楽しいです。今後は、他ブランドとの商品開発やミシン教室にも挑戦したいです。日本とトー

ゴの一番の違いは、日本人はネガティブな発言をしないこと。料理がまずいとかね。言う

と仕事がなくなっちゃうのかなと思って、私も外では気をつけています（笑）。全ての人を

尊敬することを大事に、目の前の仕事をしっかりやっていきたいです。

庭師としてまだ誰もやったことのないチャレンジをすることを、常々考えています。古典的

な日本庭園も好きやけど、歴史の古い京都でこそ、創造的なものづくりをする意義が大きい

はず。

　僕は最近、造園を頼まれているのに、「ここにこんな絵とか彫刻物を置いたらええな」っ

て考えてしまう時があって。空間を創る方法は、石や木を置くだけじゃないなと。だから、

もうすぐ空間をプロデュースする新会社を立ち上げます。仕事の幅を広げて、子どもたち

にアートや文化のかっこよさを伝えたい。子どもって皆、芸術家ですよね。でも、だんだん

常識や規則に縛られて、おもしろくなくなっていく。もっと、新しい挑戦をする人が評価さ

れる社会になればいいのに。

　ものづくりがお金を稼ぐ手段になってしまうと、良いものは生まれません。造園の仕事で

上を目指すには、技術以上に自分という人間を磨くしかない。僕は後輩たちに「このコー

ラをお茶やと思って飲めるようになれ」と言います。自分の脳を思い込ませられないと、夢

なんて叶えられへんから。誰よりも努力して理想を突き詰め、夢を掴み取る。そんなものづ

くり、そんな人が、増えていくことを願います。

全ての人間は、誰かにとっての大切な人だと思うんです。たとえば私が死んだら、きっと

母は激しく取り乱してしまう。どんな人にもそういう存在がいるはずで。自分の命を何のた

めに使おうかと考えた時に、どうせなら人類の苦しみをなくし、幸せを増やすために動こう

と思いました。

　社会課題を解決するための意識も政策も事業も、今は全く足りていません。政府や国際

機関の活動にも必ず限界があるので、結局のところ、一人ひとりが自分で考えて解決能力

を高めるしかないんです。でも、「やらなきゃいけない」では続かない。豊かになる、ハッピー

になる、という前向きな動機がないと。その切り口が私にとってはビジネスでした。目先の

成果も大事ですが、組織や地域が10年後、20年後にも目を向けることで、事業の価値が

より本質的になっていきますよね。

　社会起業家の支援は、割合でいえば、軌道に乗るところまで到達する事業は半分もあり

ません。立ち上げの段階では、誰にも求められないし、感謝もされない。それでも1人で

やり続ける稀有な存在を、なんとしてでもサポートしたいです。一足飛びにはいかないけれ

ど、やがて彼らの事業を必要とする人が増え、社会がその価値に気づくと思っています。

選択肢が多いように見えても、実は固定化したパターンの中で数が増えているだけで、

心が惹かれるものは存在しない。そんなモノやコトが世の中にはたくさんあります。一昔前

のホテルはまさにそんな状態でした。条件を見比べて選ぶのではなく、自分の感性にぴっ

たり合うホテルを見つけて旅に出る。あらゆる場面でそんな選択肢が増えていくことが、社

会の豊かさなのではないでしょうか。

　ホテル業界を1つの大きな山に例えると、頂上を目指すつもりはなくて。けもの道を歩い

てきれいな花を探したり、ふもとの泉で遊んだりして、誰も知らない楽しみ方を見つけたい。

ホテルという空間を通して何かを伝え、体感してもらうことで、その後の生活に良い変化を

もたらす存在でありたいですね。今は、産後ケアや、漢方や鍼灸などの東洋医学、アカデミッ

クな学びの分野とホテルをどう結びつけるかという構想を進めています。

　競合がいない、つまり市場がないところに事業を創っていくので、やはり不安にもなります。

でも、差別化に苦労しながら既存の市場に居続けることの方が、よっぽどリスクが高いと感

じます。資本力や実績に強みがあるわけじゃないからこそできる闘い方かもしれないですね。

子どもの頃は、学校の成績や部活の順位のような、誰かが決めた評価基準の中で頑張

らないといけないと思っていました。でも、全然違うところで輝いている人がたくさんいるこ

とが、大人になるとわかってきて。人と違うことはいいことだって最近すごく思います。多様

性の乏しい島国で育つ日本人にこそ、違いを肌で感じられる「旅」がもっと身近になるとい

いですね。今はスマホの中に情報が溢れているので、旅への憧れは持ちにくいかもしれま

せん。でも、実際に現地へ行くと、想像もしなかった景色や体験に必ず出会えます。

　世界の人って、意外と日本のことを知らないんです。ポケモンのファンでも日本の作品だっ

てことは知らなかったり、東京を中国の都市だと思われていたり。日本の良さを世界に届け

る動きは、まだまだ足りていないんだと思います。

　私はもともと歴史が好きで旅を始めたのですが、絶景について調べることで、地形や気候、

災害など色 な々分野に関心が広がってきて。今後は、学びにつながるコンテンツも発信し

ていきたいです。絶景を目の前にして、自然の偉大さに感動した経験は、視点や価値観が

広がっていくきっかけにもなるはず。そんな機会を増やしていけたらと思います。

筋書き通りに進む人生ってつまらないなと思っていて。即興性や揺らぎ、変化といった不

確定要素を楽しみながら、そこでの選択を自力で正解にしていく生き方をしたいです。浪人

という挫折を経験したことで、レールを外れることへの抵抗が薄れたんでしょうね。僕自身も、

まだいわゆる「べき論」にとらわれてしまう部分もあるのですが、トラブルや想定外の出来

事を許容できる空気が世の中に広がっていくといいなと思います。

　カタルシスは、人が新しい可能性に触れるための場所なので、必ずしも良い方向へ導こ

うとしているわけではなくて。他の選択肢を投げかけて、あえて気持ちを揺さぶろうとする

時もあります。最初は、単純に自分たちのやりたいことができる場所が欲しかっただけで、

社会貢献なんて考えてなかったんです。人が集まってくれて、お金が回り出して、徐 に々自

分たちが提供できる価値を意識するようになりました。

　「文化とは無駄である」という言葉がありますが、京都はまさに無駄を大事にし続けてき

たまちですよね。これからの時代は、文化やアートが価値を生む鍵になってきます。構想中

の学生向けの新事業でも、文化に触れるプログラムを提供したいと考えています。

大学での研究と並行して、長崎県の小浜という小さな海沿いの町で、地元の人たちとワ

インや塩づくり、マリンアクティビティなどの事業を営んでいます。僕の役割は、誰かのや

りたいことと、誰かのできることをつなぐこと。そして、事業化に必要な事務作業などのお

手伝いです。皆がやりたくない面倒な仕事を引き受けることで、皆の夢が実現する。僕自

身もすごく楽しいし、まちにいい循環が回っている実感があります。失敗もたくさんしました

が、動き出すきっかけを待っているアイディアがまだまだあるので、小浜は今後さらに楽しい

まちになっていくと思います。

　京都では、再生可能エネルギーによる地域経済の活性化をテーマに研究をしています。

研究を社会に還元するためには実践経験が必要だと考え、起業に挑戦することに。各事

業の主体は地元の方 で々すが、僕も外から口を出すだけではなく、出資したり運営に携わっ

たり、腰を据えて活動しています。

　京都は人も文化も豊富なので、挑戦を応援する仕組みさえあれば、おもしろい取組が勝

手にどんどん生まれていくはず。そういう場には、自然と人も集まります。また、脱炭素化

も全国に先駆けて進めていけるよう、頑張りたいですね！

動物福祉は誰にでもできる普通のことだと、次の世代に伝えたい。 やりたいことを諦めずに挑戦できる人を、もっと増やしたい。

創造的な世界を目指して。 どうせ生きるなら、誰かの幸せのために命を使いたい。

誰も気づいていない選択肢を、自分の中から生み出す。  人と違うことを、素晴らしいと思えるように。

思い通りにならない状況を楽しみ、自分の選択を自力で正解にしていく。 人のつながりと再生可能エネルギーを掛け合わせ、アイディアを実現する。

京都、そして日本は、どうなっていくとよいだろう 京都で活躍する様々な経歴、職業のU35 世代にお話を伺いました。

動物にも優しい社会の実現をめざし、同団体を設立。個人保護主の支援やお寺での譲渡会運営、
講演など幅広く活動する。

新たな表現方法を追究し、日本全国、また海外にも活躍の場を広げる。革新的な庭づくりが認められ、
展覧会での受賞多数。

19 歳で同社を設立。「HOTEL SHE,KYOTO」などを手掛け、常にホテルの新しい価値を社会に
提案し続ける。

京都大学在学中に、学生のための語りBARを起業。採用支援など、企業と学生のマッチングを助けるサー
ビスを展開。

社会課題を解決する起業家への事業支援や投資を行う。学生時代には国際協力団体の代表としてカンボ
ジアに学校を建設した。

京都大学で、地域経済学の視点から再生可能エネルギーを研究。長崎県にも拠点を置き、地熱を利
用した事業を多数手がける。

トーゴ共和国出身、2018 年に京都へ移住。/学生時代に訪れたトーゴ共和国の布と京都の染色を組
み合わせ、商品を開発。

世界中の絶景を紹介するSNS「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」を運営し、書籍も複数出版。フォロ
ワー数は100 万人以上。
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会社の配属

都市としてのブランド力

大学などの教育機関への入学

Q. 次の社会課題にまつわるキーワードのうち、

特に関心のあるものを 3つ選んでください。（単位 :人）
熊野 英介
アミタホールディングス（株）　代表取締役  /（公財） 信頼資本財団　代表理事

Q. 京都に住みたい（働きたい、学びたいなども含む）と思った理由、

もしくは住み続けている理由はなんですか？（複数回答可）

通勤・通学などの交通の利便性

家族・友達などの人間関係

治安・災害などの安全性

子育て・医療などの行政サービス

景観・店舗などの街並み

自然の豊かさ

歴史文化の豊かさ

ビジネス環境の豊かさ

特に理由がない

京都に接点がない

その他

実現

大切だと
思う

大切だと
思わない

学び

好奇心

快楽

地位

支配

競争

承認

貢献

交流

共感

理解

家族

恋愛

お金

安全

健康

時間

飲食

ウェブ上で 35 歳以下の 910人に、アンケートを実施しました。
実施期間：2020年11月～ 2021年1月

成長を目指さない経済の先行事例がかつての日本にあったこ

とを知っていただきたい。江戸時代の日本は、鎖国によって

国外からの輸入もなく、人口も増えませんでした。そんな時

代に京都の人 は々、「粋」や「侘び」「寂び」という美意識

を育み、経済の基準では測れない文化的な価値を発展さ

せていきました。

　龍安寺の石庭を見たことがありますか。石と苔だけの庭で

すが、世界遺産にも登録され、500年以上、人 に々価値を

提供し続けています。今、モノではなくサービスやスタイル

に価値を見出す新しい資本主義のあり方を、世界中が模索

しています。茶道や華道に代表される日本文化は、モノがな

い時代に新たな価値を生んだ事例として、世界に誇れるも

のではないでしょうか。

いまの京都を形づくってこられた先輩方に、U35 世代に期待することやU35 世代との

関わり方、本紙のコンセプト「遊」（最終ページ参照）について、お考えを伺いました。

Q.SDGs を知っていますか？

日本の「自由」という概念は世界の中でも独特です。無

我なんですよ。自我を出すこととは真逆。子どもの遊びと同

じで、自分を忘れて周りに溶け込んでいる時が、実は一番自

由なんです。事業家も、社会に溶け込むことができればビ

ジネスは成功します。資本主義社会において自由と呼ばれ

てきたものは、今ある情報の中から自らの行動を選択するこ

とでしかありません。皮肉なことに、人は賢くなればなるほ

ど多様性を損なっているのかもしれません。皆さんには、本

当の自由を手にして、社会に影響を与えてほしいです。

　事業においては、仲間との一体感も大事ですね。チーム

の成功を自分ごととして喜べる状況をつくるには、個人の目

標数値はない方がいいと思います。そして、若い人たちは、

ほめてくれる人や喜んでくれる人ばかりに寄り添っていたらだ

めですよ。他者に評価されたいという気持ちは、不自由の始

まり。承認欲求だけを追い求めるのはやめて、自分の心と

向き合わないと。同じ夢を持つ仲間の可能性を信じ、チー

ムに貢献できる自分の可能性を信じる。その前提には、社

会は希望を待っているという、社会への期待があります。

「遊」という漢字の語源を調べますと、「神さまの霊がゆくこと、気ままに行動すること」から

転じて「人が興の趣くままに行動して楽しむこと」と書いてありました。何にもとらわれず、自

分の感性のままに生きる。そんな風に生きられたらすばらしいことです。しかし、年齢を重ね

るとなかなか難しくなってきます。

　大学時代の恩師が当時まだ20代前半の私にこんなことをおっしゃいました。「40代になる

と本業以外にもさまざまな社会的な役割を担うことになる。だから、30代は自分のやりたいこ

とを、本業を思う存分やらないといけない」。42歳を迎えたいま、先生のお言葉が非常によ

くわかりますし、その言葉に倣って駆け抜けた30代はとても充実していました。

未来の担い手・若者会議U35の活動はここ京都で活躍するさまざまな分野の皆さんと出会

えるかけがえのない場でした。今でも多くの皆さんとつながり、地域のため、京都のためにご

一緒する機会もたくさんあります。

　自分の感性を信じてパワフルに動く。そして、志を同じくする同世代の仲間と時代を切り拓く。

それは、20代・30代でしかできない貴重な経験であり、地域の活力になります。先輩として、

皆さんの活動を心から応援しています。

自分より若い人から「会いたい」と言われたら絶対に断らないようにしています。発想

が柔軟ですし、別の視点から今の社会を生き抜くヒントを与えてくれるので、「教え導く」

のではなく、常に「一緒に知恵を出し合う」つもりで接しています。

　20年ほど前、(株 )はてなの創業メンバーとして京都で奮闘していた時、私たちに「働

かねばならない」という意識はありませんでした。ゼロから新しい仕組みを作り、使って

喜んでくれる人が増えるたびに幸せを感じる。その楽しさがベースにあり、遊ぶように働

き、働きながら遊んでいました。周りの大人たちは世間知らずの私たちを応援してくださり、

売上がなく困窮した時には一緒にビラ配りまでしてくれました。京都には昔から、新しい

価値を生み出そうと挑戦する若者を応援する気風があったのです。

　コロナ禍のこんな時代だからこそ、自分の直感を信じて動いてほしいです。もし自分に

アイデアがなくても、動くことで自分を求めてくれる他者との出会いがあるはずです。一つ

ひとつは明確な意味がなくても、目の前のことにワクワクして取り組んでいれば、いつかそ

れらがまとまった意味を持ち、形になります。一緒に京都を盛り上げましょう。

　資金がないと何もできないと言う人がいますが、そういう

人は自分で何かをしたことがない評論家なのだと思います。

資本とは貨幣的なものに限られません。実行者に信頼関係

を作る力があれば、経営資源（人・モノ・金・情報）を

集める事が出来ます。そういう人間力さえあれば、資金が無

くても事業が出来るのが、本当の資本主義です。そのような

社会では、事業者は未来への期待値を上げる信頼力を培う

事が大事です。

大人たちの多くは、自分たちが経験した前例を基準にし

か考えられないんですよ。それでは、今起きている世の中の

激変に思考がついていきません。本当は、40代、50代が

経験則から抜け出して動けると、一番いいんだけどね。そ

の世代の考え方が変われば、ダイナミックに世の中が変わる

と思います。

　経済成長を続けてきた人類は、今まさに経済の停滞とい

う前例のない状況に踏み込もうとしています。皆さんには、

先輩たちに聞きました。京都のU35世代 910人に聞きました。

Q. 次の 19 項目のうち、自分の人生にとって特に
"大切だと思うもの"・"大切だと思わないもの"を3つ選んでください。

YES:750人

NO:154人

無回答：6人

年齢分布

性別

成長を目指さない経済における幸福の例が、京都の東山文
化にある。

近藤 令子 　Voice4u（株）　取締役

遊ぶように働き、働きながら遊ぶ。

松山 大耕　妙心寺退蔵院副住職
京都市「未来の担い手・若者会議U35」元議長

※回答数 403 人

項目は、（一財）ひらめき財団「欲求カード」より引用させていただきました。

熊野 英介
アミタホールディングス（株）　代表取締役  /（公財） 信頼資本財団　代表理事

仲間との一体感の中で我を忘れた状態こそが、一番の「自由」である。

30代は自分のやりたいことを、

思う存分やらないといけない。

11  |  data 12message  |  



「はばたけ未来へ !　京プラン2025」8つの重点戦略

きれいだから。帯を作る理由は、その一言に尽きる。息を呑むほどの美しさを、何百年

も昔に織られた着物が味わわせてくれるのだ。文化は時代のうねりの中で生まれる。変

革による出会いや衝突、葛藤が、表現者を奮い立たせるのだろう。この道に入って9年。

その間に一度だけ、師匠に作品を褒められたことがある。必死だった当時は、それをど

う織ったのかも、なぜ褒められたのかもわからなかった。その帯の価値を確信できるよう

になった今も、その理由はわからない。文化の創造に近道はない。しかし、積み重ね

てきたものは決して消えはしない。人が創り出した圧倒的な美は、見るものの心を打つ。

あらゆる経験を糧に、一歩一歩進んでいきたい。

フランスで5年間芸術を学んだ後、綴織の織元へ。織りだけでなく、
図案や配色も自身で手掛ける。2018 年に独立。

菊池 杏子　西陣 爪掻き本綴 織り職人

自分の記憶を越えた土地の記憶がある。肌で感じたのは初めて京都に入った14の

時。生意気にも私は、観光客というより旅人の心持ちだった。マイペースな普通列車

を乗り継ぎ、行き先を選ばず、偉人たちの足跡を一つずつ確かめるように歩いた日。

空間も時間も一繋ぎであることに気がついた。名が残っている人、残っていない人、

全ての暮らしが分け隔てなく尊いものとして存在してきたことにも。このまちを形成している

のは時間を越えた全市民による営みの重なりだ。今も変わらず、ガイドブックやインター

ネットに用意された予測できる非日常ではなく、素晴らしき偶然の出会いと発見のある

日常に豊かさを感じ、創造性を掻き立てられている。

リノベーションによりKAGAN HOTELなどのユニークな職住近接型
住居を展開し、多様なワークライフスタイルを実現する。

日下部 淑世　（株）めい co-founder

個人的な趣味嗜好。私だけの小さなこだわり。もしそれが明日、人を救うとしたら？

私たちの毎日は変化する。世界も、環境も、人間も、そして私も。これまでの固定観

念だけで、これからの世界は作れるだろうか。これまで評価されてきたことは、果たして

10 年後、50 年後にも評価されるのだろうか。素晴らしい商品もサービスも、最初はたっ

た１人のために出来たものだ。愛する人を想って、誰かが小さなこだわりを貫いたのだっ

た。たったひとかけらの“大好き”が、明日の誰かを救える世界があるのなら、私はそ

の世界を全力で生きたい。京都が、そんな人たちがスポットライトを浴びるまちであるた

めに。いま私たちが出来ることを１つずつ、やってやろうじゃないか。

1日100 食限定で販売する「佰食屋」を運営。食品ロスゼロ、
残業ゼロで、社員のやりがいと経営を両立する。

中村 朱美　（株）minitts 代表取締役

まちの活力が持続するには、文化が必要だ。その地盤となる自由な発想やアイディアは、

本来なら若者が生み出すべきだろう。だが今、若者にそんな余裕がない。給料が低

く、生活が苦しい。24 歳で経営難の銭湯を継いだ時は、俗世を捨てる気持ちだっ

た。そのくらいの覚悟がないと、持続可能なんて言葉は掲げられないのではないか。こ

の国は、このまちは、どこに向かっているのかと疑問に思うようなニュースが増えている。

他府県で育った僕は、京都に新しい何かを生む風土を感じた。気概のあるやつらは

前例のないことでも気にせずどんどんやる。誰も変な目で見ない。生きた文化の持続を

担う彼らが、このまちを愛し続けてくれることを願う。

24 歳で廃業の危機にあった「サウナの梅湯」を受け継ぐ。銭湯
文化を残すために活動を広げ、現在 4軒を運営。

湊 三次郎　ゆとなみ社 代表 

職場の児童館で、屈託のない笑顔を見せる子どもたち。だんだん生き辛くなる世の中

で彼らも頑張っているのだと、ふとした言動から痛感する。そんな中、消防団では大

人が目を輝かせて未来を語る。10 代の学生から70 代のおじいちゃんまで、ごちゃ混

ぜになって。よく意外だと言われるけれど、消防団はおもしろい。若手が何か提案す

れば、先輩たちも「よっしゃ」と笑顔で応えてくれる。入団から十数年間、皆でがん

ばる一体感や熱量をずっと肌身で感じてきた。年齢や立場に関係なく、人と関わって

お互いに言葉をかけ合うことが、人の、そしてまちの活力を生むのだ。人とのつながり

が増えれば、大人も子どもも元気になれる。私はそう信じている。

弟と共に20 歳で入団。新しいチームの結成に携わり、市内 205
の分団を巻き込みながら、新しい消防団のあり方を模索中。

杉本 明子　上京消防団 乾隆分団

眠れない夜に思い出を脚色して、自分をだましながら過ごす。偶然の重なりの先にい

る「今」を筋書き通りのシナリオで進んできたかのようにごまかす。それは安心したいか

ら。間違っていないと証明したいから。眠れずに寒くなってきた朝方、毛布の中に長

男が潜り込んできた。やさしい温かさに、傍にある愛に気が付いた。踊れる100 歳で

いたいなんて目標は持てず、幾度となく塗り替えられる未来予想に翻弄されながら、そ

の時まで生き抜くのだろう。だけど、もし未来をこの手で描けるとしたら、「傍にある愛」

を感じる心をもって生きられる日々 、世界を創りたい。そのためにできることはなんだ。そ

んなを問いを抱き続ける100 歳になら、少しなってみたい。

障害のある方の就労支援やアートプログラム開発など、町の中
にほっとする出来事を届ける様 な々事業を運営。

森口 誠　（一社）暮らしランプ 代表理事 

20 歳まで、小児科医になるつもりだった。命を救うこと以上の価値は世の中にないと

思っていたし、今もそう思う。日本は若い世代の自殺が多い。残念ながら「この世は

生きるに値する」ということを教えてもらえなかった人が多いのだ。今、教育事業を営み、

子どもたちに「この世の楽しみ方」を教えている。人が生きる理由は本当にそれぞれだ。

何かにワクワクする。何かに期待している。誰かと共感した。なんでもいい。「世の中

の何かと繋がっている」という感覚が、人に生きる理由をつくる。1人でも多くの人に「死

なない理由」「生きる理由」をつくりたい。真冬に夏の反物を贈るように、僕たちのつ

くる新しい教育を、この世の中に贈ります。

5教科を教えないプロジェクト型学習専門の学習教室「studio
あお」を運営。問い・発想・実装の力を育む教育を実践する。

川村 哲也　（株）COLEYO 代表取締役 

仕事の気分転換に鴨川に来た。コロナ禍の閉塞感の中でも、植物は元気に咲き誇っ

ている。植物には個体としての移動能力がなく、その場所で踏ん張るしかない。そんな

植物の苦悩を今の自分と重ねながら、研究室の後輩の言葉を思い出した。「特定

の場所に特定の生物種が生きていることには理由があるはずで、その理由を考えること

が自分の使命だ」と彼は言った。どれどれと、目の前の植物たちを眺めてみた。河

川敷でみられる植物の多くはコスモポリタンと呼ばれ、世界中どこにでも生息するそうだ。

コスモポリタンとは「一つの国や民族にとらわれず、全世界を自国として考え、生活す

る人」を意味する。彼は今、海外で研究をしているらしいが、元気でやっているだろうか。

生物多様性を保全するプラットフォームを開発。学生時代は研究のため
ボルネオ島のジャングルに2年間滞在した。

藤木 庄五郎　（株）バイオーム 代表取締役

Society5.0：先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会的課題の解決を両立していく新たな社会。
レジリエンス：さまざまな危機からの回復力、復元力、強靭性（しなやかな強さ）を指す。
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「はばたけ未来へ !　京プラン 2025」において、京都がめざすべき
未来像を実現するために、とくに優先的に取り組むべき政策。

重点戦略とは
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こ
の
重
点
戦
略
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
み
た
時
、

あ
な
た
の
目
に
は

ど
ん
な
言
葉
が
目
に
留
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

人
そ
れ
ぞ
れ
、
答
え
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

市
が
定
め
た
８
つ
の
決
意
に
寄
せ
て
、

Ｕ
35
世
代
の
８
名
に

彼
ら
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
への

思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
行
動
の
根
っこ
に
は
いつ
も
、

心
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
問
い
や
迷
い
か
も
し
れ
な
い
し
、

喜
び
や
戸
惑
い
、
感
動
、

時
に
は
怒
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
目
が
ど
ん
な
言
葉
を
捉
え
、

そ
こ
か
ら
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
た
か
、

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「はばたけ未来へ !　京プラン 2025」
の詳細はこちらを御覧ください。
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-Toshiyo Kusakabe-
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